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 論文審査の結果の要鷺
 遷移金属触媒による炭素水素結合の活性化を利用した新規合成反応の開発は,有機化学における重要課
 題の一つである。本論文において著者は,パラジウム触媒存在下,プロ求核剤(Nu-H)の炭素水素結合
 が様々な炭素炭素多重結合へ付加することを見いだした。また,窒素求核剤の付加反応についても研究を
 行い,さらにそれを利用したβ一ラクタム骨格の新規不斉合成法の開発に成功した。
 第一章では,窒素求核剤の共役エステルヘの不斉共役付加とそれに続くアルドール反応とによる三成分
 連結法により,抗生物質1β一メチルカルバペネムの鍵合成中間体の高効率不斉合成に成功している。
 第二章では,パラジウム触媒存在下,温和な条件でアミンがアリルスズによりアリル化されることを見
 いだした。
 第三章では,従来塩基が必要であった活性メチン及びメチレン化合物(プロ求核剤)の1,3一ジエンヘの
 付加反応が,シアノ基を有するプロ求核剤を用いることにより中性条件下でも進行することを明らかにし
 た。
 第四章では,パラジウムオレフィン錯体を触媒として用いることにより,アルキニックマロノニトリル
 の環化反応に成功している。この反応は活性メチン化合物(プロ求核剤)のアルキンヘの付加の最初の例
 である。
 第五章では。メチレンシクロプ環パンヘの付加を行っており,活性メチン及びメチレン化合物の非共役
 オレフィンヘの付加に初めて成功している。
 第六章では,パラジウム触媒存在下,活性メチン化合物のビニルスズとの反応を行った結果,これまで
 に前例のない反応により1,4一二置換ブテンが得られることを見いだした。
 以上,本研究は有機金属化学の分野だけでなく,広く肯機合成に貢献するものであり,著者が自立して
 研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。よって,塚田直史提出の論文
 は,博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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